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公民連携による
地域課題の解決に向けて

　近年、人口減少をはじめとする急激な社会経済情勢の変化など、複雑化・多様化する社会において、行政�
のみでさまざまな行政課題を解決することは困難な状況となっています。こうした諸課題の解決のため、民間企業・
学校法人・NPO法人を始めとする各種団体（企業など）と協働で市民サービスの提供などを行うことを「公民連携」
と言います。「公民連携」を行うことで、企業などのノウハウやネットワークを持続可能な形で活用し、町単独で
実施するよりも効果的な住民サービスを提供することを目指しています。

問＝総合政策課　☎ 739-3412

　その取組の一環として、企業などと行政のマッチングを行うワンストップ窓口として「公民連携デスク」を令和
5年 12月に設置しました。
　「公民連携デスク」は、企業などからの提案や相談を一元的に対応する「コンシェルジュ※的役割」と、担当部
署と企業などの間に入り、双方に提案できるようコーディネートする「コーディネーター的役割」を担っています。
※�本来はホテルの宿泊客のあらゆる要望、案内に対応する「総合世話係」というような職務を担う人の職業名として使われてい
た言葉で、近年は種々の施設で同様の役割を担う人に対しても使われます。

　町が推進するべき政策として下記の分野を設定しています。連携分野が３つ以上に
またがり、かつ、具体的な取り組みとして１つ以上の事業の実施が予定されている場
合は包括連携協定を締結することとし、それ以外の場合は個別連携協定を締結します。

①福祉
⑤まちづくり
⑨防災・防犯

・包括連携協定
・個別連携協定

②健康・医療
⑥子育て・教育
⑩インフラ・行政管理

③産業・雇用
⑦文化・スポーツ
⑪その他必要な分野

④観光
⑧環境・農林水産

「公民連携」って？ 「公民連携デスク」の設置

豊能町企業など

町民

豊能町
「公民連携デスク」
・コンシェルジュ的役割
・コーディネーター的役割

社会貢献
の実現

研究成果
の実証

ビジネス
チャンス
の創出・拡大

住民サービスの向上 地域の活性化

行政課題
の解決

財政負担
の軽減

迅速な
施策推進

企業・大学・団体など

連携分野連携のかたち

連携のかたち
と

連携分野

各担当部署
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新たに３者と包括連携協定を締結しました
　公民連携デスクの設置に伴い、新たに２月２６日に大 製薬株式会社・日
本郵便株式会社・生活協同組合コープこうべとそれぞれ包括連携協定を締
結しました。
　今後、幅広い分野における事業や社会貢献活動などを通じて得たノウハウ
を活かし、相互に連携・協力し、住民サービスのより一層の向上を図ること
を目的として、様々な事業を行ってまいります。

　大 製薬㈱とは、②健康・医療⑨防災・防犯⑦文化スポー
ツの分野で連携を行います。疾病の治癒から日々の健康
増進までをめざす同社の経験やノウハウを活用し、健康づ
くりやスポーツの振興、災害時における被災者支援など
を連携していきます。今後、具体的な事業として、熱中
症予防のための「熱中症対策アドバイザー養成講座」の
実施などを行っていきます。

　生活協同組合コープこうべとは、②健康・医療③産業・雇用⑥子育て・教育⑧環境・
農林水産⑨防災・防犯の分野で連携を行います。
　同組合とはこれまでに「緊急時における生活物資確保に関する協定」や「高齢者見
守りに関する協定」、「豊能町牧地区　里地・里山保全管理活動に関する協定」など５
つの協定を結び取組を行ってきました。
　今回の協定では特に「地域の安全・安心」「健康増進・食育、地産地消」「子育て支援、
青少年健全育成」「環境保全」などに分野を広げて連携し、地域の活性化や持続可能
な社会への実現をめざしていきます。

　日本郵便㈱とは、①福祉⑥子育て・教育⑨防災・防犯
の分野で連携を行います。それぞれの持つ資源や特性を
生かしながら相互に連携および協力し、地域の活性化お
よび持続的成長に向けた取組を推進していきます。
　今後、同社の地域ネットワークを活かした地域見守り活
動など安心・安全に暮らせる地域社会づくりなど様々な取
り組みを行っていきます。

大 製薬株式会社

生活協同組合コープこうべ

日本郵便株式会社
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万里一空万里一空
　４月に入り、町内でも桜が咲き始め、春を感じる季節となりました。新年度を迎え、気持ち
も新たにされている方も多いことと思います。町におきましても、４月から新たな予算を編成し
令和６年度が始まりました。
　予算の内容につきましては、改めてお知らせしますが、引き続き、小中一貫校の整備や公共
施設の再編の取り組みを進める一方で、誰もが安心して住み続けることができるまちづくりと
して、高齢者に対する支援の充実を図ることとしています。

　本町の人口は、昨年の９月末現在で１８，２３４人となっていますが、そのうち６５歳以上の人口は�
８，９４２人（高齢化率４９％）で、令和４年度の全国の高齢化率（２８．６％）や府内の高齢化率（２７％）との比較で
も大きく上回る水準となっており、高齢者の皆さんが安心して暮らせるまちづくりが大きな課題となっています。
　高齢社会においては、高齢者の皆さんが地域で支えあいながら、自分らしく暮らせるまちを実現していくことが大
切ですが、町においてもこれまでの「ひとり暮らし高齢者等の緊急通報装置貸与事業」と豊能町社会福祉協議会の「緊
急時安否確認（かぎ預かり）事業」を改編し、新たに民間事業者と連携しながら、医療・介護・福祉・見守り体制
の強化を図ることとしました。通報装置の利用により「緊急のかけつけ」をはじめ「健康相談」や「熱中症みまもりコー
ル」などを行うことで、より高齢者の皆さんに安心して暮らしていただけるのではないかと思っています。
　また、新たに伴走型認知症相談支援拠点整備事業として、地域包括支援センターや認知症地域支援推進員・
地域の介護事業所などと連携し、専門的な相談窓口の拠点を整備することにより、認知症になっても安心して住
み慣れた地域で暮らせるまちづくりを進めてまいります。
　これからも、“誰一人独りぼっちにさせない、しない ”まちづくりに取り組んでまいりますのでよろしくお願いします。
　なお、公共施設再編に関しましては、これから２０００名の住民の皆さんを対象にアンケートを実施します。アンケー
トにより住民の皆さんのご意見をお聞きすることとしていますので、ご協力くださいますようお願い申し上げます。

町長　上浦　登町長　上浦　登

たんぽぽメールに登録しましょう！
　「たんぽぽメール」では、災害時の避難情報、近隣の
主要道路の通行止めの情報をはじめ、子ども・防犯そ
の他緊急情報、ユーベルホール、図書館、シートスな
どの町立施設の情報などをメールで配信しています。
　ぜひ登録してください！
■�登録方法�
（※事前に「@town.toyono.osaka.jp」からの
メールが受信できるよう設定を行ってください。）

　右の二次元バーコードを読み込むなどして
tanpopo.toyono-town@raiden3.ktaiwork.jpへ
空メールを送信
　⇒ �「仮登録完了」メールを受信し、
メールに示されたＵＲＬにアクセス

　⇒　画面の指示に従って本登録
　⇒「本登録完了」のメールを受信
　⇒　登録完了
　問＝広報職員課　☎７３９-３４１３ 登録はこちら

豊能郡環境施設組合からのお知らせ
―　　令和６年　第１回定例議会の報告　　―

　令和６年第１回豊能郡環境施設組合議会定例会が、２月２０日に能勢町役場で開催しました。
　議決された案件は、下記のとおりです。
議案第１号　　令和５年度豊能郡環境施設組合一般会計補正予算（第２号）
� ・・・（廃棄物最終処分場設置に伴う土質調査業務の繰越）
� （全員賛成　可決）
議案第２号　　令和６年度豊能郡環境施設組合一般会計予算
� ・・・（組合運営に係る予算　総額　３２，２９３千円）
� （全員賛成　可決）
問＝豊能郡環境施設組合　☎７３９-３００４
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職員採用試験のお知らせ（令和６年８月１日採用）
事務職
◇　試験職種、採用予定人数および受験資格

試験職種 採用予定人数 受験資格

事務職 若干名 昭和58年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた人

◇　申込受付期間　　４月１日（月）～５月15日（水）（５月15日（水）消印有効）
◇　第１次試験日　　�５月22日（水）～６月２日（日）のいずれか１日�

事務能力検査および基礎能力検査（テストセンターにて受験）
◇　第２次試験日　　�６月中下旬予定　適性検査、小論文、面接
◇　採用予定日　　　８月１日

保育士兼幼稚園教諭（任期付職員）
◇　試験職種、採用予定人数および受験資格

試験職種 採用予定人数 受験資格
保育士兼
幼稚園教諭

（任期付職員）
若干名

昭和43年４月２日以降に生まれた人で「保育士資格」および
「幼稚園教諭１種免許 または２種免許」の両方を有する人
（７月末までに資格・免許取得見込みを含む）

◇　申込受付期間　　４月１日（月）～５月31日（金）（５月31日（金）消印有効）
◇　試験日　　　　　�６月23日（日）　専門筆記試験、小論文、実技試験、面接
◇　採用予定日　　　８月１日

※令和５年度に実施された豊能町職員採用試験への受験歴が無いことが必要です。
※学歴は問いませんが、事務職については大学卒業程度の学力が必要です。
※�いずれの職種も普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を取得しているか、�
または７月末までに取得見込みであることが必要です。
※申込方法や勤務条件などの詳細は町ホームページ「採用情報」をご覧ください。
＜採用試験案内・申込書等の入手方法＞　４月１日（月）より配布します。
①　広報職員課（本庁舎２階）または吉川支所で受け取る。
②　町ホームページからダウンロードする。
問・申＝広報職員課　☎739-3413

自衛官募集
募集種目＝自衛官候補生（男子・女子）
対＝18歳以上33歳未満の方
受付期間＝通年
※応募方法や、その他募集種目についてはお問い合わせください。
問＝自衛隊豊中募集案内所　☎ 06-6843-8400
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【後期高齢者医療制度に関するお知らせ】
令和６年度から保険料率が変わります

　大阪府後期高齢者医療広域連合では、令和６年度から保険料率が変わります。
　2月の広域連合議会で審議・可決され、令和６・７年度の保険料率が決定されました。
＜令和６・７年度の保険料の算定方法（大阪府）＞

（※）�令和６年度の保険料における激変緩和措置について�
・保険料の年額の限度額は、生年月日が昭和24年3月31日以前または障害認定により資格取得した方においては、73万円です。�
・所得割率については、賦課のもととなる所得金額が58万円以下の方は軽減用の所得割率10.94%を適用します。

保険料の軽減が受けられる場合があります�
　所得などの状況に応じて保険料の軽減が受けられる場合があります。対象となる方の判定は、市区町村から大阪府後
期高齢者医療広域連合に提供する所得情報に基づいて行いますので、被保険者の皆さまから申請をいただく必要はあ
りません。ただし、所得情報がない場合は判定ができませんので、豊能町役場保険課への簡易申告などが必要です。
保険料額のお知らせと納め方�
（１）�普通徴収（口座振替や納付書で納めていただく）の方�

本年７月に令和６年度の後期高齢者医療保険料を決定（本算定）し、通知書を送付します。普通徴収の方は、口座
振替や納付書（納入通知書）の方法により７月から翌年３月までの９期で納めていただきます。�
※年度の途中から特別徴収に変更となる場合があります。

（２）�特別徴収（年金から納めていただく）の方�
年金受給額が年額１８万円以上の方は、原則年６回の年金受給日に、その年金からあらかじめ差し引く形で納めていただきます。�
※特別徴収をやめて口座振替での納付を希望される方は、豊能町役場保険課までお申し出ください。

○�仮徴収（令和５年中の所得が確定するまでの仮納付：４・６・８月）
①�令和６年２月に保険料を特別徴収された方�
４月・６月・８月の年金受給時に、２月に納めていただいた金額と同額を令和６年度の仮徴収額として納めていただ
きます。この場合、保険料額の通知はありません。
②�令和５年度は普通徴収で、４・６・８月から新たに特別徴収の対象となる方�
令和５年度の保険料額をもとに仮徴収額を決定し、通知書を送付します。�
※令和５年度に引き続き、普通徴収（口座振替や納付書）で納めていただく方は、仮徴収は行われません。
○本算定後の特別徴収
　７月に令和６年度の後期高齢者医療保険料を決定（本算定）し、通知書を送付します。
　１０月以降引き続き特別徴収となる方、また１０月以降新たに特別徴収となる方は、１０・１２・２月の年金受給時に、令和６年度の
年間保険料から仮徴収などにより既に納めていただいた金額を差し引いた額を、支払回数に振り分けて納めていただきます。
問＝�大阪府後期高齢者医療広域連合　資格管理課　☎06-4790-2028　 06-4790-2030�
※受付時間：月～金曜日（祝日を除く。）　午前９時～午後５時３０分　�
または、豊能町役場保険課（国保グループ）　☎739-3422

（注1）�賦課のもととなる所得金額とは、前年の総所得金額および山林所得金額ならびに他の所得と区分して計算
される所得の金額（分離課税として申告された株式の譲渡所得や配当所得・土地等の譲渡所得など）の合
計額から基礎控除額４３万円を控除した額です（雑損失の繰越控除額は控除しません）。

＋＝

年間の保険料

限度額
８０万円(※)

均等割額

被保険者１人当たり
５７,１７２円

所得割額

賦課のもととなる所得金額（注1）
×所得割率１１．７５％(※)
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【国民健康保険に関するお知らせ】
～人間ドック受診費用の一部助成について～

【後期高齢者医療制度に関するお知らせ】
健康診査・歯科健診の実施、人間ドック費用の助成について

　人間ドックを受診する方を対象に人間ドックの受診費用の一部を助成します。
　人間ドックと特定健康診査はどちらか一方の受診となります。
要件＝�次の⑴～⑹すべてに該当する豊能町国民健康保険加入者が対象です。�

⑴　豊能町国民健康保険の被保険者期間中に助成対象となる全ての検査項目を実施する人間ドックを受診した方�
⑵　同じ年度内において、特定健康診査を受診していない方�
⑶　人間ドック受診日において40歳以上74歳以下の方�
⑷　申請日において、納期限到来の国民健康保険料を完納している世帯に属する方�
⑸　同じ年度内において、人間ドック助成金の交付を受けていない方�
⑹　�人間ドックの検査結果の写しを提出し、特定保健指導およびその他の保健事業の対象者となった場合、当
該保健事業を受けることに同意する方

助成金額＝�年度中（4月1日から翌年３月31日まで）１回に限り、13,000円を限度に助成します。�
※医療機関などでの支払額が13,000円を下回る場合は、その支払額が上限となります。

申請期限＝なるべく人間ドック受診後３カ月以内を目安に申請してください。
助成対象となる検査項目＝次の項目がすべて記載された検査結果の写しを提出してください。

検　査　項　目
特定健康診査で決められた項目 特定健診の項目に町独自で追加する項目

〇 身体測定…身長・体重・腹囲測定　〇 血圧測定
〇 医師の判定　〇 尿検査…尿蛋白・尿糖　〇 血液検査…中性脂肪・
ＨＤＬコレステロール・ＬＤＬコレステロール・ＡＳＴ・ＡＬＴ・γ－ＧＴ・空腹時血糖
（食後の場合随時血糖）・HbA1c・血清尿酸・eGFR・血清クレアチニン

〇 尿検査 … 尿潜血
〇 血液検査…�血清アルブミン・白血球・赤血

球・血色素・ヘマトクリット値

申請に必要なもの＝�申請書、豊能町が交付している大阪府国民健康保険被保険者証、印鑑、振込口座のわかるもの、
人間ドック受診費用の領収書（受診日、病院名、受診者、金額が記載されたもの）、人間ドック
受診結果の写し（医師の氏名が記載されたもの）

提出先＝保険課または吉川支所　　問＝保険課　☎739-3422

　大阪府後期高齢者医療広域連合では、健康診査および歯科健診を実施しています。
　４月下旬から5月上旬にかけて「健康診査受診券」・「歯科健診のお知らせ」をお送りします（年度途中に新たに
75歳になられる方には、誕生月の翌月にお送りします）。
　広域連合が指定する医療機関などにおいて、年度中（４月1日から翌年3月31日まで）に1回、無料で受診することができます。
　健康診査の受診の際は、受診券と被保険者証を忘れずにお持ちください。
　歯科健診の受診の際は、被保険者証を忘れずにお持ちください（受診券はありません）。
　た�だし、以下に該当する方は、健康診査および歯科健診の対象外となります。�
①�病院または診療所に６カ月以上継続して入院中の方　②施設に入所または入居している方�
※退院・退所したなど事情に変更があった場合は、受診券を発行しますので、お問い合わせください。�
※人間ドックを受診された方は、健康診査を受診する必要はありません。

人間ドック費用の一部助成について
　大阪府後期高齢者医療広域連合では、人間ドック（公益社団法人日本人間ドック学会が掲げる一日人間ドック基本検査項目
表における「必須項目」を満たすものに限る）を受診された場合の費用の一部を助成しています。
助成金額＝各年度中（４月１日から翌年３月３１日まで）１回の受診に対し、２６,０００円を上限に助成します。
申請に必要なもの＝�①人間ドック受診費用の領収書　②人間ドック受診結果の写し　③後期高齢者医療被保険者証　�

④振込口座のわかるもの　⑤申請書…申請時にお渡しします。�
※詳細は、受診券に同封の案内文をご覧ください。

提出先＝豊能町役場保険課または吉川支所
問＝�大阪府後期高齢者医療広域連合　給付課　☎06-4790-2031　 06-4790-2030　※受付時間：月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５時３０分�
または、豊能町役場保険課（国保グループ）　☎739-3422

後期高齢者医療健康診査・歯科健診について
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案
内
一
般

案
内
一
般

●
豊
能
町
に
ぎ
わ
い
事
業
補
助
金
と
は

　
町
内
に
来
町
者
を
多
数
呼
び
込
み
、
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
事
業
な
ど
の

充
実
を
と
お
し
て
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補
助
金
で
す
。

申
込
期
間
＝
４
月
１
日
（
月
）
～
令
和
７

年
２
月
28
日
（
金
）

※
事
前
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
交
付
決
定
額
が
予
算
総
額
に
達
し
た
場

合
、
右
記
の
期
間
前
で
あ
っ
て
も
終
了
と

な
り
ま
す
（
予
算
額
50
万
円
）
。

補
助
率
＝
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

補
助
額
（
限
度
額
）
＝
５
万
円
（
千
円
未

満
切
り
捨
て
）

●
補
助
対
象
事
業

○
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
が
対
象

①�

補
助
対
象
団
体
ま
た
は
個
人
が
町
域
に

お
い
て
自
ら
実
施
す
る
事
業
な
ど
で
あ

り
、広
域
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り

誘
客
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
こ
と

②�
来
町
者
を
多
数
呼
び
込
む
こ
と
に
よ
り

地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
地
域
の

活
性
化
を
継
続
的
に
実
施
す
る
事
業
な

ど
で
あ
る
こ
と

③
営
利
を
目
的
と
し
な
い
事
業
な
ど
で
あ

る
こ
と

④
関
係
法
令
に
適
合
す
る
こ
と

⑤�

補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
日
か
ら
、

補
助
対
象
年
度
内
に
実
施
す
る
事
業
な

ど
で
あ
る
こ
と

⑥�

宗
教
の
教
義
を
広
め
、
儀
式
行
事
を
行

い
お
よ
び
信
者
を
教
化
育
成
す
る
こ
と

を
主
た
る
目
的
と
す
る
行
為
を
し
な
い

事
業
な
ど
で
あ
る
こ
と

⑦�

政
治
上
の
主
義
を
推
進
し
、
支
持
し
、

ま
た
は
こ
れ
に
反
対
す
る
こ
と
を
主
た

る
目
的
と
し
た
行
為
を
し
な
い
事
業
な

ど
で
あ
る
こ
と

⑧�

公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
特
定
の
公
職

の
候
補
者
（
当
該
候
補
者
に
な
ろ
う
と

す
る
者
を
含
む
。
）
も
し
く
は
公
職
に

あ
る
者
ま
た
は
政
党
を
推
薦
し
、
支
持

し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に
反
対
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
行
為
を
し
な
い
事
業
な

ど
で
あ
る
こ
と

補
助
対
象
経
費
＝
補
助
対
象
事
業
に
直
接

要
す
る
経
費
で
、
補
助
対
象
年
度
内
に
支

出
さ
れ
た
も
の

補
助
対
象
者
＝
団
体
お
よ
び
個
人
（
た
だ

し
、
行
政
が
事
務
局
に
参
加
し
て
い
る
も

の
を
除
く
）

申
請
方
法
＝
総
合
政
策
課
へ
申
請
書
類
を

提
出
（
窓
口
・
郵
送
）
申
請
書
類
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
取
得
可
能
で
す
。

●
申
込
み
～
交
付
ま
で
の
流
れ

①
申
込
み

②�

交
付
・
不
交
付
の
決
定
お
よ
び
通
知

受
付
か
ら
１
カ
月
程
度

令
和
６
年
度
豊
能
町
に
ぎ
わ
い

事
業
補
助
金（
随
時
申
込
）

固定資産課税台帳 縦覧帳簿

ご覧いただける方

固定資産税の納税義務者
納税義務者の同一世帯の親族
納税管理人
借地人、借家人
委任を受けた代理人　など

固定資産税の納税者
納税者の同一世帯の親族
納税管理人
納税者の委任を受けた代理人
注：�非課税および免税点未満の土地や家屋の所有者の方
は納税者でないため縦覧できません。�
賦課期日（令和６年１月１日）後に所有者となった方は
縦覧できません。

対象となる固定資産 固定資産課税台帳により、ご自身が所有等される土
地・家屋の評価額、税額などが閲覧できます。

縦覧帳簿により、町内の土地・家屋（自己所有物件以外も
含む）の評価額などが縦覧できます。

期間 ４月１日（月）～※土・日・祝日など役場閉庁日を除く ４月１日（月）～５月３１日（金）※土・日・祝日など役場閉庁日を除く
時間・場所 ・午前９時～午後５時　・税務課および吉川支所の各窓口
持ち物 本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証、保険証など）

※代理人は、委任状が必要です。　※借地人・借家人は、賃貸借契約書などの写しが必要です。
手数料 名寄１件につき３００円※ただし、５月３１日（金）までは無料 無料

令和６年度の固定資産課税台帳および縦覧帳簿がご覧いただけます
　自己の所有する固定資産の評価額および税額を記載した「固定資産課税台帳」と、固定資産の評価額が他の
土地や家屋と比較して適正かを判断するための参考資料として、町内にある固定資産の所在地番や評価額を記
載した「縦覧帳簿」が下記のとおりご覧いただけます。
　なお、固定資産課税台帳に新たに登録された価格について、不服がある場合には、税務課にお問い合わせの
うえ、固定資産評価審査委員会（総務課内）に文書をもって審査の申出をすることができます。
　令和６年度固定資産税納税通知書は５月中旬に発送する予定です。

問＝税務課　☎７３９‐３４１７
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③�

事
業
実
施

３
月
31
日
ま
で
随
時

④
事
業
報
告

事
業
完
了
後
30
日
以
内

⑤
補
助
額
の
確
定
お
よ
び
通
知

事
業
報
告
後
随
時

⑥
確
定
額
の
交
付

団
体
ま
た
は
個
人
か
ら
の
請
求
書
提
出
後
、

随
時

問
＝
総
合
政
策
課　

☎
7
3
9
‐
3
4
1
2

※
補
助
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
、
吉
川
支
所
で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

対
応
は
総
合
政
策
課
の
み
で
す
。

※
令
和
６
年
度
予
算
が
成
立
し
な
い
な
ど

の
場
合
は
事
業
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
住
む
人
が
い
な
く
な
り
空
き
家
と
な
っ

た
住
宅
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
害

虫
の
発
生
や
雑
草
の
繁
殖
、
家
屋
の
倒
壊

な
ど
様
々
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
し
か

し
、
売
却
や
賃
貸
を
行
お
う
と
考
え
て
も
、

住
宅
内
に
残
っ
た
家
財
道
具
の
処
分
が
障

害
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
家
財
処
分
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
登
録
お
よ
び
取
引
の
促
進
を
図

り
、
定
住
促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

申
込
期
間
＝
４
月
15
日
（
月
）
～
令
和
７

年
２
月
28
日
（
金
）

※
事
前
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
交
付
決
定
額
が
予
算
総
額
に
達
し
た
場

合
、
右
記
の
期
間
前
で
あ
っ
て
も
終
了
と

な
り
ま
す
。
（
予
算
額
50
万
円
）

補
助
率
＝
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

補
助
額
（
限
度
額
）
＝
10
万
円
（
千
円
未

満
切
り
捨
て
）

●
補
助
対
象
経
費

○
対
象
と
な
る
空
き
家
に
残
存
す
る
家
財

道
具
の
処
分
・
搬
出
に
必
要
な
次
の
経
費

・�

収
集
運
搬
お
よ
び
処
分
代
行
業
者
へ
の

委
託
料

・
分
別
作
業
代
行
業
者
へ
の
委
託
料

・
運
搬
車
両
賃
借
料

・
処
理
手
数
料

※
収
集
運
搬
お
よ
び
処
分
に
は
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
業
許
可
が
必
要
で
す
。
豊
能

町
で
許
可
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
は
環
境

課
（
☎
７
３
６
‐
１
１
９
０
）
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
者

・�

対
象
と
な
る
空
き
家
の
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
者
で
あ
っ
て
、
補
助
金
の
交
付
を

受
け
た
日
か
ら
引
き
続
き
２
年
以
上
空

き
家
バ
ン
ク
を
登
録
す
る
意
思
が
あ
る

こ
と
。

・
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

申
請
方
法
＝
総
合
政
策
課
へ
申
請
書
類
を

提
出
（
窓
口
・
郵
送
）
申
請
書
類
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
取
得
可
能
で
す
。

●
注
意
点

　
交
付
決
定
を
受
け
た
日
か
ら
２
年
以
上

豊
能
町
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
こ
と

が
交
付
の
条
件
で
す
。
２
年
未
満
に
豊
能

町
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
を
抹
消
し
た
場

合
は
補
助
金
は
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
（
空
き
家
バ
ン
ク
内
で
の

マ
ッ
チ
ン
グ
で
不
動
産
契
約
が
な
さ
れ
た

場
合
は
返
還
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

問
＝
総
合
政
策
課　

☎
7
3
9
‐
3
4
1
2

※
補
助
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
、
吉
川
支
所
で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

対
応
は
総
合
政
策
課
の
み
で
す
。

※
令
和
６
年
度
予
算
が
成
立
し
な
い
な
ど

の
場
合
は
事
業
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
豊
能
町
住
宅
建
替
え
促
進
事
業
と
し
て
、

令
和
６
年
度
「
既
存
空
き
家
除
却
補
助
金

交
付
」
の
申
請
受
付
を
４
月
15
日
（
月
）

よ
り
開
始
し
ま
す
。

※
開
始
日
よ
り
前
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
豊
能
町
は
空
き
家
の
除
却
を
促
進
し
、

住
宅
地
の
流
動
化
と
町
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
安
全
で
安
心
な
居
住
環
境
の
改
善

に
資
す
る
こ
と
と
、
町
外
か
ら
の
転
入
者

の
増
加
を
目
指
す
た
め
、
予
算
の
限
り
除

却
に
要
す
る
費
用
に
補
助
金
を
交
付
し
、

補
助
金
を
受
け
て
除
却
を
実
施
し
た
土
地

に
対
し
て
最
大
３
年
間
の
固
定
資
産
税
を

減
免
し
ま
す
。

既
存
空
き
家
除
却
補
助

補
助
の
交
付
対
象
と
な
る
空
き
家
＝

・�

豊
能
町
内
に
あ
る
個
人
所
有
の
空
き
家

（
１
年
以
上
住
居
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
な
い一戸
建
て
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
）

・�

除
却
後
、
新
た
な
一
戸
建
て
の
住
宅
が

建
築
で
き
る
土
地
に
あ
る
こ
と

・�

違
法
建
築
で
な
い
こ
と

・�

除
却
後
に
建
築
物
の
存
在
し
な
い
土
地

と
な
る
こ
と
（
地
下
駐
車
場
な
ど
は
除

く
）

補
助
の
交
付
対
象
者
＝

・�

補
助
対
象
空
き
家
に
係
る
所
有
権
な
ど

令
和
６
年
度
家
財
道
具
等
処

分
補
助
金（
随
時
申
込
）

空
き
家
の
除
却
補
助
金
交
付

申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

特
　
　
集

案
内
一
般

健
康
・
福
祉

安
全
・
生
活

教
育
・
子
育
て

情
報
あ
れ
こ
れ

9 2024.4　広報とよの

案
内
一
般



を
有
す
る
個
人
で
あ
る
こ
と

・
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

補
助
額
＝
除
却
に
要
す
る
費
用
（
消
費
税

を
除
く
）
の
30
％
で
、
最
大
75
万
円

　
※
千
円
未
満
は
切
り
捨
て

申
請
方
法
＝
都
市
計
画
課
へ
申
請
書
類
な

ど
を
提
出
（
窓
口
・
郵
送
）

　
申
請
書
類
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
取

得
可
能
で
す
。

固
定
資
産
税
の
減
免

対
象
＝
「
既
存
空
き
家
除
却
補
助
金
」
の

交
付
を
受
け
、
「
空
き
家
除
却
確
認
書
」

お
よ
び
「
認
定
敷
地
証
明
書
」
の
交
付
を

受
け
た
土
地

減
免
期
間
＝
対
象
空
き
家
を
除
却
し
た
日

以
後
に
到
来
す
る
１
月
１
日
の
属
す
る
年

度
の
翌
年
度
か
ら
最
大
３
年
間

申
請
方
法
＝
税
務
課
へ
「
認
定
敷
地
証
明

書
」
の
写
し
を
提
出
。
詳
細
は
税
務
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
令
和
６
年
度
予
算
が
成
立
し
な
い
な
ど

の
場
合
は
事
業
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
＝
都
市
計
画
課　

☎
７
３
９
‐
３
４
２
５

税
務
課　

☎
７
３
９
‐
３
４
１
７

注
意
＝
空
き
家
除
却
補
助
に
関
す
る
問
合

せ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
吉
川
支
所
で
は
対

応
で
き
ま
せ
ん
。

　
２
月
に
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
お
届
け
し

ま
し
た
「
第
２
弾　
と
よ
の
ん
お
買
い
物

ク
ー
ポ
ン
券
」
（
ピ
ン
ク
色
）
を
ご
使
用

い
た
だ
け
ま
し
た
か
？
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

ク
ー
ポ
ン
券
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
町

内
の
登
録
店
舗
で
買
物
を
す
る
際
、
最
大

50
％
オ
フ
で
買
物
が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券

で
す
。
ぜ
ひ
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
緑
色
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
３
月
１
日
以

降
は
使
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
使
用

の
際
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
色
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

使
用
期
限
＝
４
月
30
日
（
火
）
ま
で

問
＝
農
林
商
工
課　

☎
７
３
９
‐
３
４
２
４

　
本
庁
内
三
井
住
友
銀
行
派
出
窓
口
の
営

業
時
間
が
４
月
１
日
よ
り
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

（
変
更
前
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時

午
後
１
時
～
２
時
45
分

（
変
更
後
）

午
前
10
時
～
午
後
０
時

午
後
１
時
～
２
時
45
分

　
町
税
、
国
民
健
康
保
険
料
や
町
の
各
種

使
用
料
は
、
出
納
室
窓
口
で
も
納
付
い
た

だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
吉
川
支
所
内
の
三
井
住
友
銀
行

派
出
窓
口
は
、
３
月
末
を
も
っ
て
閉
鎖
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
町
税
、
国
民
健
康
保
険
料
や
町

の
各
種
使
用
料
は
、
４
月
以
降
も
吉
川
支

所
で
納
付
い
た
だ
け
ま
す
。

　
た
だ
し
、
閉
庁
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
＝
出
納
室　
☎
７
３
９
‐
３
４
３
１

　
光
風
台
中
央
公
園
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ

ん
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
ト
イ
レ
を
整

備
し
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
施
設
の
整
備
に
は
、
宝
く

じ
収
益
金
の
一
部
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
＝
都
市
計
画
課　

☎
７
３
９
‐
３
４
２
５

　
国
内
外
か
ら
大
阪
・
関
西
、
万
博
会
場

を
訪
れ
る
人
た
ち
を
お
も
て
な
し
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
万
博
会
場

で
の
案
内
・
歓
迎
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

の
サ
ポ
ー
ト
や
、
主
要
駅
・
空
港
な
ど
の

ま
ち
な
か
で
の
万
博
情
報
な
ど
の
案
内
、

大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
で
の
来
館

者
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
多
く
の
仲
間
と
と
も
に
、
万
博
を
盛
り

上
げ
ま
せ
ん
か
。

応
募
期
間
＝
４
月
30
日
（
火
）
ま
で

問
＝
大
阪
・
関
西
万
博
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
３
６
‐
０
３
５

「
と
よ
の
ん
お
買
い
物
ク
ー

ポ
ン
券
」
（
第
２
弾
）
の
使

用
期
間
に
つ
い
て

＝
４
月
30
日
ま
で
＝

本
庁
内
三
井
住
友
銀
行
派
出

窓
口
の
営
業
時
間
等
の
変
更

に
つ
い
て

光
風
台
中
央
公
園
に
新
し
い

ト
イ
レ
が
で
き
ま
す

大
阪
・
関
西
万
博

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！詳しくはこちら
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令
和
６
年
度
の
町
施
設
（
検
診
車
）
で

実
施
す
る
が
ん
検
診
は
、
5
月
か
ら
12
月

ま
で
実
施
し
ま
す
。
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

検
診
は
毎
年
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検

診
は
2
年
に
1
回
の
受
診
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
月
号
に
同
配
の
「
健
康
事
業

案
内
」
を
ご
覧
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
委
託
医
療
機
関
で
実
施
す
る
個

別
が
ん
検
診
は
医
療
機
関
に
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
＝
健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）　
☎
7
3
8
‐
3
8
1
3

　
こ
れ
ま
で
胃
内
視
鏡
検
査
の
料
金
は
、

実
施
す
る
市
立
池
田
病
院
で
の
お
支
払
い

を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日

実
施
分
か
ら
は
町
内
の
受
付
医
療
機
関
で

の
お
支
払
い
に
変
更
し
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
＝
健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）　
☎
7
3
8
‐
3
8
1
3

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

　
平
成
26
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
ま
で
の

10
年
間
、
65
歳
以
上
の
人
全
員
が
1
度
は

定
期
接
種
と
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
5

歳
刻
み
で
の
接
種
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
経
過
措
置
は
3
月
31
日

で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
度
か
ら
の
対
象
は
、
①
接
種

日
時
点
で
65
歳
の
方
（
接
種
期
間
は
65
歳

の
誕
生
日
の
前
日
か
ら
66
歳
の
誕
生
日
の

前
日
ま
で
）
②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
1
級
を
お
持
ち
の
方
で
す
。
①

の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
個
別
に

案
内
を
し
ま
す
。

接
種
費
用
＝
2,
0
0
0
円
（
接
種
費
用

の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
今
月

号
に
同
配
の
「
健
康
事
業
案
内
」
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

問
＝
健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）　
☎
7
3
8
‐
3
8
1
3

　

4
月
1
日
よ
り
、五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

が
定
期
接
種
と
し
て
開
始
さ
れ
ま
す
。こ
れ

ま
で
の
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
H
i
b
ワ

ク
チ
ン
の
成
分
が
組
み
込
ま
れ
、接
種
回
数

を
計
8
回
か
ら
4
回
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。当
面
の
間
は
、四
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
お
よ
び
H
i
b
ワ
ク
チ
ン
も
継
続
し
て

使
用
で
き
ま
す
。

　
す
で
に
、
四
種
混
合
お
よ
び
H
i
b
ワ

ク
チ
ン
で
接
種
を
始
め
て
い
る
方
は
、
原

則
と
し
て
同
一
の
ワ
ク
チ
ン
で
接
種
を
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
期
接
種
対
象
＝
生
後
2
月
か
ら
生
後
90

月
に
至
る
ま
で
の
間

問
＝
健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）　
☎
7
3
8
‐
3
8
1
3

　
豊
能
町
で
は
、
経
済
的
に
困
難
を
抱
え

る
家
庭
の
負
担
軽
減
と
子
ど
も
が
安
心
で

き
る
居
場
所
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
「
こ

ど
も
食
堂
」
の
開
設
運
営
を
支
援
す
る
た

め
、
こ
ど
も
食
堂
支
援
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

補
助
金
の
金
額
＝

・�

開
設
経
費　
上
限
15
万
円
（
１
団
体
１

回
限
り
）
補
助
率
２
分
の
１

・�

運
営
経
費　
上
限
15
万
円
（
１
年
度
あ

た
り
）
補
助
率
10
分
の
10

補
助
金
交
付
申
請
の
受
付
＝
随
時

補
助
金
交
付
の
主
な
条
件
＝

・�

無
償
か
低
料
金
で
食
事
を
提
供
す
る
こ
と

・
１
年
以
上
継
続
す
る
こ
と

・
３
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と

・�

月
１
回
以
上
、
年
12
回
以
上
開
催
す
る

こ
と
な
ど

問
＝
健
康
増
進
課　

☎
７
３
８
‐
３
８
１
３

が
ん
検
診
の
申
し
込
み
受
付

を
開
始
し
ま
す

胃
が
ん
検
診（
胃
内
視
鏡
検
査
）の

支
払
い
窓
口
の
変
更
に
つ
い
て

子
ど
も
の
予
防
接
種

五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

令
和
6
年
度
か
ら
高
齢
者
肺

炎
球
菌
の
定
期
接
種
の
対
象

者
が
変
わ
り
ま
す

「
こ
ど
も
食
堂
」を
支
援
し
ま
す

（広告）

広　告
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お
料
理
を
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
が
な
い

け
れ
ど
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
方
、
将

来
の
た
め
に
簡
単
な
お
料
理
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
方
。
少
人
数
で
料
理
を
基

礎
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
学
べ
る
教
室
で
す
。

自
分
の
健
康
を
自
分
で
守
る
た
め
の
食
生

活
の
ミ
ニ
講
話
も
あ
り
ま
す
。

　
包
丁
を
持
っ
た
こ
と
が
な
く
て
も
OK
！

男
女
問
わ
ず
、ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
＝
5
月
10
日
・
6
月

14
日
・
7
月
12
日
（
第
２
金
曜
日
・
全
3

回
）
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
＝
料
理
の
経
験
が
少
な
く
、
料
理
を
基

礎
か
ら
学
び
た
い
成
人
以
上
の
方

内
＝
講
話
・
調
理
実
習

講
師
＝
管
理
栄
養
士

￥
＝
１
回
３
０
０
円

持
＝
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
拭
き
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・
お
茶
・
お

箸
・
上
靴

員
＝
８
名（
申
込
み
順・初
め
て
の
方
優
先
）

締
＝
5
月
7
日
（
火
）

申
・
問
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
4
月
5

日
（
金
）
受
付
開
始

☎
７
３
８
‐
３
８
１
３

　
安
心
生
活
見
守
り
登
録
は
、
75
歳
以
上

の
方
な
ど
、
普
段
の
生
活
で
見
守
り
支
援

を
必
要
と
さ
れ
る
方
々
の
情
報
を
登
録
し

て
お
き
、
平
常
時
は
も
と
よ
り
、
緊
急
の

時
に
も
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

▼
更
新
の
方
法

　

現
在
、安
心
生
活
見
守
り
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
、お
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
を
対
象

に
、町
か
ら
の
依
頼
を
受
け
た
担
当
地
区

の
民
生
委
員
が
申
請
書
を
持
参
し
、更
新

の
ご
案
内
に
、順
次
訪
問
し
ま
す
。申
請
書

に
前
回
か
ら
の
変
更
内
容
を
記
入
し
、民

生
委
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
ひ
と
り
暮
ら
し
に
関
わ
ら
ず
、

前
回
の
登
録
内
容
に
変
更
が
あ
る
方
は
、

担
当
の
民
生
委
員
ま
た
は
福
祉
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
変
更
の
な
い
方
は
、
前
回
の
内
容
で
自

動
的
に
更
新
と
な
り
ま
す
。

▼
民
生
委
員
と
は

　
民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
た
、
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手

で
あ
り
、
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

行
政
へ
の
連
絡
や
調
整
を
行
い
ま
す
。
民

生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
よ
り
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
て
、
個
人
情
報
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
＝
福
祉
課　
☎
７
３
９
‐
３
４
２
０

　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
、
声

の
図
書
、
点
字
本
の
製
作
、
対
面
朗
読
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
で
、
こ
れ
ら
の
基
礎
的
な
知
識
・

技
能
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
さ
ら
に
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
「
①
点
訳
奉
仕
員
中
級

養
成
講
座
」
「
②
朗
読
奉
仕
員
中
級
養
成

講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

時
＝
６
月
６
日
（
木
）
～
11
月
28
日

（
木
）
（
全
24
回
）

所
＝
大
阪
府
立
福
祉
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

対
＝
原
則
と
し
て
、大
阪
府
内
に
居
住
ま
た

は
通
勤
し
て
い
る
方
で
、市
町
村
な
ど
の
初

級
養
成
講
座
を
修
了
し
た
方
ま
た
は
同
等

の
技
術
力
を
習
得
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
方
の
う
ち
、講
座
修
了
後
、視
覚
に
障
が

い
の
あ
る
方
の
た
め
に
府
内
で
点
訳・朗
読

奉
仕
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

※
初
め
て
学
習
さ
れ
る
方
は
、受
講
で
き
ま
せ
ん
。

員
＝
各
25
名
程
度

※
受
講
判
定
試
験
あ
り（
５
月
９
日（
木
））

備
考
＝
受
講
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
教
材

の
一
部
を
実
費
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

｢

お
と
な
の
初
め
て
の
料
理

教
室｣

の
お
誘
い　
～
い
つ

ま
で
も
若
さ
を
保
と
う
～

令
和
６
年
度
大
阪
府
点
訳
・

朗
読
奉
仕
員
中
級
養
成
講
座 

受
講
者
募
集

安
心
生
活
見
守
り
登
録
の

「
更
新
」
に
つ
い
て

遊びながら、楽しく、からだを動かそう！
　ふれあい遊びや、からだを使った遊びを親子で楽しむ、
「のびのび」を開催します。
　同学年のこどもと親で、一緒に楽しく、からだを動かし
ましょう。
対＝�1歳児（令和4年4月2日～令和5年4月1日生）と、そ
の保護者

時＝�4月号広報に同配の健康事業案内をご覧ください。�
初回は4月24日（水）午前10時～１１時３０分

申＝不要
所＝保健福祉センター
問＝保健福祉センター　☎７３８－３８１３
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申
＝
受
講
申
込
書
を
締
切
り（
４
月
25
日

（
木
）【
必
着
】）ま
で
に一
般
財
団
法
人
大

阪
府
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会（
視
覚
障
が

い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）大
阪
府
点
訳・朗
読

奉
仕
員
中
級
養
成
講
座
担
当
あ
て
に
郵
送
、

０
６‐6
7
4
8‐0
6
3
1
、ま
た
は
大

阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み（「
大
阪
府
点
訳・朗
読
奉
仕
員

中
級
養
成
講
座
」で
検
索
）

※
募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
豊
能
町
役

場
福
祉
課
、
吉
川
支
所
内
福
祉
相
談
支
援

室
で
配
布
し
ま
す
。

問
＝
詳
し
く
は
、
一
般
財
団
法
人
大
阪
府

視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
ま
で

☎
０
６
‐
6
7
4
8
‐
0
6
1
1

（
平
日
午
前
9
時
～
午
後
５
時
）

　
障
害
者
総
合
支
援
法
第
78
条
で
定
め
る

「
特
に
専
門
性
の
高
い
要
約
筆
記
者
」
の

養
成
を
行
う
た
め
の
「
要
約
筆
記
者
養
成

講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

時
＝
６
月
８
日
～
12
月
８
日
（
全
21
回
）

所
＝
大
阪
府
立
福
祉
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

対
＝
大
阪
府
内
に
居
住
、
通
学
ま
た
は
通

勤
さ
れ
て
い
る
方
で
、
要
約
筆
記
者
と
し

て
活
動
す
る
意
思
の
あ
る
方

員
＝
①
手
書
き
コ
ー
ス
12
名

　
　
②
PC
コ
ー
ス
12
名

備
考
＝
受
講
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
は
実
費
負
担

※
募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
豊
能
町
役

場
福
祉
課
、
吉
川
支
所
内
福
祉
相
談
支
援

室
で
配
布
し
ま
す
。

申
＝
受
講
申
込
書
を
締
切
り
（
５
月
７
日

予
定
）
【
消
印
有
効
】
ま
で
に
郵
送
、
ま

た
は
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
（
「
大
阪
府
要
約
筆

記
者
養
成
講
座
」
で
検

索
）

問
＝
府
民
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー

☎
０
６
‐
6
9
1
0
‐
8
0
0
1

（
平
日
午
前
9
時
～
午
後
６
時
）

大阪府池田保健所3月の事業
◎�こころの健康相談（事前予約制）
　日程など詳細はお問い合わせください。
◎水質検査・検便　￥＝有料
　�時＝�4月9日（火）、23日（火）午前9時30分～11時30分�

※あらかじめ検査容器などを取りに来てください。
◎�ＨＩＶ／エイズ・梅毒（血液）、クラミジア（尿）検査、骨髄バンクドナー登録
　�日程など詳細はお問い合わせください。

問＝�大阪府池田保健所　☎７５１-２９９０

令
和
６
年
度
大
阪
府
要
約
筆
記

者
養
成
講
座 

受
講
者
募
集

第２５回　とよの大好きフォトコンテスト審査結果
「豊能町の魅力発見！」のテーマで町内外から２６名、５２点の作品の応募がありました。
１月24日（水）に、小杉氏（全日本写真連盟 関西本部事務局長）を審査員長とする厳正な審査が行われ、
最優秀賞１点、優秀賞３点、入賞１４点、ファミリー賞８点が下記のとおり選ばれました。
なお、展示は２月２３（金）から２５日（日）まで、表彰式は２５日（日）にいずれも西公民館で行われました。

作品名 応募者氏名 撮影場所 住所
最優秀作品（１点）

｢大阪府知事賞」   いってらっしゃい！ 伏見　浩史 豊能町光風台郵便局前 豊能町新光風台
優秀作品（３点）

「豊能町長賞」 来年も見たいねぇ 山中　忠誠 シートス南側 豊能町新光風台
「（公財）大阪観光局理事長賞」 秋の鐘楼～高代寺～ 井畑　亜紀子 高代寺 豊能町新光風台
「豊能町観光協会会長賞」 豊能町のウエストコーストー天使の梯、光臨ー 廣瀬　敬治 知明湖対岸から高代寺・新光風台方面 豊能町新光風台

入賞作品（14点）

「入　賞」
＊順不同

いちに、いちに、さくらだよ！ 中屋　省三 ユーベルホール前 豊能町東ときわ台
春の夕暮れ 竹内　壽一 豊能町新光風台 豊能町ときわ台
帰ってくる場所 西原　舜一 豊能町希望ケ丘三丁目停留所 豊能町希望ケ丘
谷間のミツマタ群生 西村　照夫 吉川の山中 豊能町新光風台
綿帽子 岡野　孝子 豊能町吉川 豊能町吉川
春爛漫 辻本　勝夫 ときわ台六丁目 豊能町ときわ台
ルリビタキ 熊谷　隆 青貝山　山麓 豊能町光風台
ときわ台公園からの入道雲 梶本　式男 ときわ台公園 豊能町ときわ台
春のシートス 武山　元信 新光風台シートス周辺 豊能町ときわ台
ふたりの公園デビュー・里帰り編 吉岡　雅朗 新光風台２丁目さくら公園 豊能町新光風台
感動の出会い 大橋　豊 豊能町光ケ谷 豊能町ときわ台
山門秋色 原田　忠昭 吉川　考鬮寺 豊能町新光風台
光 笹川　幸廣 ときわ台一丁目 豊能町ときわ台
秋に染まる 佐藤　千鶴子 高山　マリアの泉あたり 兵庫県川西市

ファミリー賞（８点）
「能勢町観光協会賞」 水鏡 教野　道雄 ときわ台 豊能町ときわ台
「能勢妙見山観光協会賞」 寒波来る 安部　長成 光風台陸橋より 豊能町光風台
「能勢電鉄株式会社賞」 梅田から50分の稲穂も実るまち 山本　幸久 ときわ台駅と妙見口駅間の田んぼ 豊能町ときわ台

「大阪北部農業協同組合長賞」 らんまん 桐谷　美穂子 高代寺より吉川方面 豊能町新光風台
「池田泉州銀行ときわ台支店長賞」 おはよー！ぼくコサメビタキ 前谷　誠子 新光風台シートス周辺 豊能町新光風台

「かめたに賞」 ひ孫と暑い夏 山本　徹 自宅庭 豊能町光風台
「山口食品賞」 柿満天 桑名　弥栄 豊能町余野 豊能町光風台
「だいやす賞」 笑顔がこぼれるまち 大竹野　晴久 光風台5丁目19番先 豊能町光風台

ホームページはこちら
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道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
自
転
車
に

乗
る
際
に
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
転
車
に
乗
ら
れ
る
お
子
さ
ま
の
安
全

の
た
め
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入

と
着
用
を
応
援
す
る
目
的
か
ら
、
令
和
６

年
度
「
豊
能
町
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
費
助
成
金
交
付
」
の
申
請
受
付
を
５
月

７
日
（
火
）
か
ら
、
６
月
末
日
ま
で
行
い

ま
す
。

　
助
成
金
の
交
付
対
象
と
な
る
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
４
月
１
日
以
降
に
購
入

さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
購
入
の
際
に
発
行
さ
れ
た
「
領
収
書
」

「
レ
シ
ー
ト
」
な
ど
は
、
申
請
時
に
必
ず

必
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
処
分
せ

ず
に
保
管
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
＝
５
月
７
日
（
火
）
か
ら
６
月

28
日
（
金
）
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
６
月

末
日
の
消
印
ま
で
有
効

助
成
金
の
交
付
対
象
者
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
使

用
者
）
＝
15
歳
ま
で
の
豊
能
町
在
住
者

申
請
者
＝
交
付
対
象
者
の
保
護
者
な
ど

対
象
ヘ
ル
メ
ッ
ト
＝
４
月
１
日
以
降
に
購

入
さ
れ
た
、
安
全
基
準
を
満
た
す
こ
と
を

証
す
る
マ
ー
ク
な
ど
が
付
さ
れ
た
新
品
の

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
づ
け
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
住
民
の
方
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環

境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

期
間
＝
４
月
６
日
（
土
）
～
15
日
（
月
）

【
全
国
重
点
】

◎
こ
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
交
通

環
境
の
確
保
と
安
全
な
横
断
方
法
の
実
践

◎
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と
「
思
い
や

り
・
ゆ
ず
り
合
い
」
運
転
の
励
行

◎
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
利
用

時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守

【
大
阪
重
点
】

◎
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

◎
身
に
つ
け
よ
う　
交
通
ル
ー
ル
と　
ヘ

ル
メ
ッ
ト

問
＝
都
市
計
画
課　

☎
７
３
９
‐
３
４
２
５

　
令
和
５
年
度
は
、水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
１
台
、消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（
小
型

水
槽
付
）１
台
、高
規
格
救
急
自
動
車
１
台

を
更
新
し
、運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、

２
０
０
０
ℓ
の
水
を
積
載
し
、
水
利
の
乏

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

助
成
金
交
付
額
＝
購
入
に
要
し
た
費
用

（
消
費
税
を
含
む
）
で
、
上
限
２
千
円
ま

で
助
成

※
百
円
未
満
は
切
り
捨
て

申
請
方
法
＝
都
市
計
画
課
へ
申
請
書
類
な

ど
の
提
出
（
窓
口
・
郵
送
）

申
請
に
必
要
な
書
類
＝

・�

交
付
申
請
書
兼
請
求
書
（
様
式
１
号
）

申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
取
得

可
能
で
す
。

・�

購
入
し
た
こ
と
を
証
す
る
領
収
書
、

レ
シ
ー
ト
な
ど
の
写
し

・�
ヘ
ル
メ
ッ
ト
使
用
者
の
身
分
証
明
書
の

写
し

・
申
請
者
の
身
分
証
明
書
の
写
し

・
購
入
し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
写
真

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
予
算
が
成
立
し
な
い
な
ど

の
場
合
は
事
業
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
＝
都
市
計
画
課　

☎
７
３
９
‐
３
４
２
５

注
意
＝
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
助

成
金
交
付
に
関
す
る
問
合
せ
な
ど
に
つ
い

て
は
、
吉
川
支
所
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
運
動
は
、
広
く
住
民
の
方
に
、
交

通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交

令
和
５
年
度
消
防
本
部
更
新

車
両
の
紹
介

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費

に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す

安
全
・
生
活

安
全
・
生
活

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

豊能警察署管内の特殊詐欺発生状況
（令和 6年中）

豊能町

電話認知件数 4件
メール等認知件数 9件
被害件数 0件
被害額 0円

能勢町

電話認知件数 0件
メール等認知件数 0件
被害件数 0件
被害額 0円

交通事故発生状況� （令和 6年 2月中の件数）
大阪府豊能警察署

種別 豊能町 能勢町 合計

人 身 事 故 1件 2件 3件
死 者 数 1人 1人 2人
重 傷 者 数 0人 0人 0人
軽 傷 者 数 0人 1人 1人

「横断歩道ハンドサイン運動」実施中
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し
い
災
害
現
場
で
も
多
く
の
水
が
放
水
で

き
ま
す
。
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
小
型
水

槽
付
）
は
、
６
０
０
ℓ
の
水
を
積
載
し
、

機
動
性
に
優
れ
て
い
る
た
め
素
早
く
放
水

が
で
き
ま
す
。
高
規
格
救
急
自
動
車
は
、

自
動
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
な
ど
、
救
命
処

置
に
必
要
な
資
機
材
を
多
数
積
載
し
、
高

度
な
救
命
処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
車
椅
子
の
方
も
そ
の
ま
ま
乗
れ
る

よ
う
に
車
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
ま

し
た
。

　
今
年
度
か
ら
車
両
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、

消
防
本
部
の
新
戦
力
と
し
て
、
緊
急
時
に

迅
速
な
消
防
・
救
急
活
動
が
で
き
る
よ
う

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
更
新
し
た
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

と
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
小
型
水
槽
付
）

は
、
豊
能
町
に
配
備
し
て
い
ま
す
。

問
＝
箕
面
市
消
防
本
部
消
防
企
画
室

☎
７
２
４
‐
９
９
９
７

豊
能
消
防
署　
☎
７
３
６
‐
０
１
１
９

　
消
防
法
で
は
、
一
定
規
模
以
上
の
事
業

所
な
ど
に
「
防
火
管
理
者
」
を
定
め
、
消

防
計
画
の
作
成
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

防
火
管
理
者
に
な
る
た
め
に
は
、
講
習
な

ど
で
資
格
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
防
火
管
理
者
の
選
任
や
消
防
計

画
の
作
成
を
し
た
と
き
は
、
消
防
へ
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　
人
事
異
動
が
あ
っ
た
事
業
所
な
ど
は
、

防
火
管
理
の
組
織
を
見
直
し
、
変
更
が
あ

る
場
合
は
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

☆
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
（
箕
面
市
）

対
＝
町
内
在
住
、
在
勤
で
、
事
業
所
で
防

火
管
理
業
務
を
適
切
に
遂
行
で
き
る
管

理
・
監
督
的
な
立
場
の
方

時
＝
５
月
23
日
（
木
）
、
５
月
24
日

（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
２
日
間
。

24
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

所
＝
箕
面
市
消
防
本
部
（
箕
面
市
箕
面
五

丁
目
11
番
19
号
）

員
＝
50
人
（
豊
能
町
に
在
住
・
在
勤
の
方

に
限
り
申
込
順
）

￥
＝
４
，３
４
５
円（
テ
キ
ス
ト
代
の
み
）

申
＝
５
月
８
日
（
水
）
～
５
月
15
日

（
水
）
（
土
日
を
除
く
）
に
豊
能
消
防
署

（
東
と
き
わ
台
一
丁
目
１
番
地
の
２
）

問
＝
箕
面
市
消
防
本
部
予
防
室　

☎
７
２
４
‐
９
９
９
４

豊
能
消
防
署　
☎
７
３
６
‐
０
１
１
９

　
４
月
１
日
か
ら
、
能
勢
町
と
の
事
業
統

水
道
セ
ン
タ
ー
名
称
の
変
更

に
つ
い
て

「
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
」

（
箕
面
市
）の
ご
案
内

合
に
伴
い
、
名
称
が
「
豊
能
地
域
水
道
セ

ン
タ
ー
」
に
変
わ
り
ま
す
。
豊
能
町
の
皆

さ
ん
に
手
続
き
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
納
入
通
知
書
な
ど
の
郵
便
物
が

「
豊
能
地
域
水
道
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
届
き

ま
す
の
で
、
ご
留
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
豊
能
地
域
水
道
セ
ン
タ
ー

☎
７
３
８
‐
３
３
１
１

　
３
月
末
の
吉
川
支
所
内
の
三
井
住
友
銀

行
派
出
窓
口
の
閉
鎖
に
伴
い
、
当
水
道
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
で
の
お
支
払
い
を
最
寄
り

の
池
田
泉
州
銀
行
と
き
わ
台
支
店
で
手
続

き
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
４
月
か
ら
の
窓
口
で
の
お
支

払
い
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎�

お
支
払
い
に
便
利
な
口
座
振
替・ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
＝
豊
能
地
域
水
道
セ
ン
タ
ー

☎
７
３
８‐３
３
１
１

豊
能
地
域
水
道
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
の
お
支
払
い
に
つ
い
て

ホームページはこちら

北大阪消防指令センターが完成
～５市２町の消防指令業務の共同運用を開始します～

119番通報の方法はこれまでと同じです。
つながりにくくなることはありません。

　北大阪消防指令センター（吹田市）の完成に伴い、４
月１日（月）から消防指令業務の共同運用を開始します。
　同センターでは、豊能町のほか、豊中市・吹田市・池
田市・箕面市・摂津市・能勢町の災害情報を一元管理し、
１１９番通報の受信と出動指令を行います。
問＝�北大阪消防指令センター　☎06-6155-5119�
箕面市消防本部消防企画室　�
☎072-724-9997　 072-724-3999

◆共同運用のメリット
・�共同運用により、整備費などを低減できる一方、最新
の指令システムを構築でき、高機能化（映像通報シス
テムなど）がはかれます。
・�５市２町内の災害情報などを一元管理することで、相互応援
体制が強化され、迅速に出動指令を行えます。

特
　
　
集

案
内
一
般

健
康
・
福
祉

安
全
・
生
活

教
育
・
子
育
て

情
報
あ
れ
こ
れ

15 2024.4　広報とよの

安
全
・
生
活



【４月】資源とごみの収集日～分ければ資源、燃やせばごみ～

可燃ごみ 不燃ごみ有害ごみ 紙類等 空きビン 空きカン 容器包装プラスチック類
ペットボトル 植木剪定くず

余野・川尻・木代・切畑・野間口
高山・牧・寺田・希望ヶ丘 火・金 10 17 17 24 3 10 1017 24

吉川・ときわ台 火・金 11 18 18 25 4 11 2418 25
東ときわ台 月・木 9 16 16 23 2 9 316 23
光風台 月・木 12 19 19 26 5 12 1719 26
新光風台（保の谷含む）火・金 11 15 18 25 1 8 2415 22

粗
大
ご
み

有料・予約制
（�環境課　☎７３６‐１１９０�
事前に申し込みしてください）
受付時間：午前9時～午後5時
（土・日・祝日・年末年始を除く）
食
用
廃
油

役場本庁・吉川支所に回収ボッ
クスを設置（各施設午前9時
～午後5時まで投入可能、土・
日・祝日・年末年始は投入不可）

使
用
済
小
型
家
電

役場本庁・中央公民館・吉
川支所・西公民館に回収
ボックスを設置 (各施設開
庁時間中に投入できます）

昨年とのごみ量比較（1月分）
今　　年 昨　　年 対前年比

可 燃 ご み 290.28 286.26 1.4%
粗 大 ご み 11.21 12.02 -6.7%
不 燃 ご み 11.24 16.60 -32.3%
蛍 光 灯 0.13 0.14 -7.1%
乾 電 池 0.38 0.36 5.6%
空 き ビ ン 11.05 12.16 -9.1%
空 き カ ン 3.90 4.02 -3.0%
紙 類 等 33.69 36.28 -7.1%
容 プ ラ ※ 17.87 18.08 -1.2%
ペ ッ ト ボ ト ル 2.84 2.76 2.9%
植 木 剪 定 く ず 2.30 4.30 -46.5%
食 用 廃 油 0.10 0.23 -56.5%
小 型 家 電 0.06 0.11 -45.5%

計 385.05 393.32 -2.10%
※容プラ…容器包装プラスチック類
（注）速報値のため数値が変わることがあります。

狂犬病予防注射および飼い犬登録のお知らせ
　犬の所有者は、狂犬病予防法の規定によ
り、毎年１回、所有している犬に狂犬病の
予防注射を受けさせなければなりません。
右記の日程をご確認のうえ、必ず受けるよ
うにしてください。
　また、飼い犬が未登録の方については、
狂犬病予防法で登録が義務づけられていま
すので、この機会に登録してください。な
お、当日は雨天でも実施します。ただし、
気象警報が発令されている場合や、政府機
関などから中止の通達があった場合は中止
します。

※犬を保定できない場合、注射をお断りすることがあります。
￥＝３，３００円（１頭分）内訳：狂犬病予防注射代　２，７５０円　　注射済票代　５５０円
＊�なお、新規登録の場合は、１頭につき登録料３，０００円が別途必要です（ただし、マイクロチップ登録証
明書の内容に基づき、自ら情報登録を行った場合を除く）。
＊飼い犬が亡くなっている場合は、環境課まで連絡してください。
問＝環境課　☎736-1190

日　　　程 時　　　間 会　　　場

4月8日(月)

午前10時 ～ 10時15分 高山公民館
午前10時30分 ～ 10時45分 川尻集会所

午前11時 ～ 11時15分 ふれあい文化センター
午前11時30分 ～ 11時45分 牧公民館
午後1時15分 ～ 1時30分 切畑自治会館
午後1時45分 ～ 2時30分 中央公民館駐車場

4月10日(水)
午前10時 ～ 11時45分

希望ヶ丘スポーツ広場午後1時15分 ～ 3時00分

4月12日(金) 午前10時 ～ 11時45分 光風台中央グラウンド午後1時15分 ～ 3時00分

4月17日(水)
午前10時 ～ 11時45分 新光風台しらかば公園前

午後1時15分 ～ 1時45分 吉川自治会館
午後2時 ～ 2時30分 ときわ台自治会館

4月19日(金) 午前10時 ～ 11時45分 ふれあい広場午後1時15分 ～ 3時00分
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～豊かな自然と豊かな人材で豊かなこどもを育てる～
「保幼小中一貫教育だより4月号」
豊能町では平成 28年度からすべての学校・園・所
で「保幼小中一貫教育」に取り組んでいます豊能の風

令和８年開校　義務教育学校　「校章」決定
～新しい学校への思いをかたちに～

　新しい義務教育学校の誕生に向けて、校章デザインを一般募集したところ、町内外より東地区35点、西地区37点の
応募をいただき、誠にありがとうございました。皆様から応募していただいた校章案と理由をもとに、開校準備委員会
と総務部会で検討を重ね、校章候補の絞り込みを行いました。校章の理由には、新しい学校に対する皆様の思いや願い
が込められており、時間をかけ、ていねいに協議をさせていただきました。
　総務部会では、東地区・西地区それぞれに子どもの作品３点、大人の作品３点、合計６点に絞り込んでいきました。
その後、開校準備委員会に報告しました。
　開校準備委員会では、総務部会で絞り込んだ案より、更に３点まで絞り込みました。最終は、町内全小中学校児童生
徒による投票を行い、投票の結果、下記の作品が選ばれました。
　新しい校章は、新しい学校のシンボルです。今後も豊能町の子どもたちが、のびのびと育ち、学び、歩んでほしいと思います。
保護者・地域の皆様、どうか今後とも豊能町の子どもたちを支え、見守っていただきますようよろしくお願いいたします。

「豊能町立とよの東学園」（仮称） 「豊能町立とよの西学園」（仮称）

＜作者の思い・願い＞
　東能勢小学校と東能勢中学校が合体し、新たに「とよ
の東学園」として開校することから、小中各校の校章を合
体させ、中心に「東」を配置し作成しました。東能勢小学校、
東能勢中学校がここで終わるのではなく、これまでの歴
史と共に、これからも学び、歩んでほしいです。

＜作者の思い・願い＞
　豊能町花であるたんぽぽの花をモチーフにしています。真心
の愛、幸せという花言葉のあるたんぽぽを子ども達の学舎の校
章として取り入れることで地域の人々の愛情を受けながらのび
のびと育ってほしい思いを込めています。西は太陽が沈む方角
です。夕焼けの綺麗な豊能町に似合うようにデザインしました。
（広告）（広告）

広　告 広　告
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子育て世代包括支援センター はぐはぐ  からのお知らせ

豊能町立ふたば園子育て支援 いちごルーム  からのお知らせ

「施設開放」（予約不要）

かんがるぅ交流会

ファミリー・サポート・センター会員募集！ 一時預かり事業

『おひさまルーム〈施設開放〉』【予約不要】

「なかよしデー」

子育て支援推進プロジェクト　
毎月１９日は「育

イクジ

児の日」

▶申・問＝☎・FAX738-0255　▶光風台2-20-4　池田泉州銀行光風台出張所

▶問＝☎738-3813　▶東ときわ台1-2-6　保健福祉センター内

▶申・問＝☎７３９‐１５７７　FAX７３９‐２９６６　▶希望ヶ丘６‐１８‐１

４月の「育児(イクジ)の日」は、音楽あそびです。
内＝�音楽あそび　ミュージック・ケア�
～ミュージック・ケアワーカー　中西敦江さん～

時＝�４月19日（金）午前10時30分～11時30分
所＝�保健福祉センター　集団検診室�
（豊能町東ときわ台1-2-6）

締＝4月16日（火）

月曜日～金曜日（土・日・祝日はお休みです）
午前10時～正午、午後1時30分～３時30分

子育ての援助を受けたい人（依頼会員）と援助が可能
な人（援助会員）、その両方を希望する人（両方会
員）からなる会員制の相互援助活動です。詳しくはす
きっぷまでお問い合わせください。

家庭での保育が一時的に困難になった乳幼児を、す
きっぷ・いちごルームで預かり、保育を行います。利
用には事前登録が必要です。すきっぷまでお問い合わ
せください。

4月１９日（金）の午前はお休みです。

いちごルームの施設を開放しています。
月～金：午前９時10分～11時30分
月・水・金：午後３時～４時30分
対＝未就園児

時＝４月１８日（木）午前１０時～１１時３０分
所＝いちごルーム　対＝未就園児
内＝出席カード作り、身体計測
持＝タオル・お茶などの飲み物
締＝４月１６日（火）まで

４月の子育てひろば
主催者 ☎／ 日 曜 時　間 催　し 内　容 対象者 持ち物 申込み
ひかり幼稚園
738-4345/7752
▶新光風台1-5-1

23 火 午前１０時～１１時 にこにこタイム 出席ノート作り
戸外遊び

令和4年４月１日
以前生まれ 上靴・水筒 4月19日（金）まで

園庭開放をしています。(月～金午後２時１５分～３時３０分）
ふたば園

739-1577/2966
▶希望ヶ丘6-18-1

25 木 午前１０時～１１時 さんさんくらぶ 戸外あそび 令和4年４月１日
以前生まれ

タオル・水筒
帽子 ４月２３日（火）まで

園庭開放をしています。(毎週火・金曜日午前９時１０分～１０時３０分)
吉川保育所

738-0071/7756
▶吉川２０１

18 木 午前１０時～１１時 ぴよっこひろば 出席ノート作り
戸外遊び

令和4年４月１日
以前生まれ タオル・水筒 4月1７日（水）まで

所庭開放をしています。（毎週水曜日午前１０時～１１時。）３日と１０日は、お休みです。
■幼稚園・保育所・こども園で行っている子育て支援活動です。持ち物など詳しい内容については、主催者にお問い合わせください。

豊能町地域子育て支援センター すきっぷ からのお知らせ

★子育て交流の場として利用してください。

時＝4月12日（金）午前10時～11時30分
所＝保健福祉センター２階
対＝妊娠15週以降の妊婦さん、生後１カ月以降から１歳ごろのお子さんと保護者
内＝妊婦さんと産後ママが一緒にヨガやベビーマッサージをしながら交流します
申＝右記二次元コードより 申込はこちら
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４
月
の
相
談
窓
口 

ー
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ー 

相
談
は
全
て
無
料
で
す

相　　談 日　　時 相談場所

人権相談
人権擁護委員が、皆さまの人権に関する相談をお受けします。直接、相談場所へお越しください。
� 問＝住民人権課（☎739-3402）

8日（月） 午後１時30分～3時30分 役場本庁

生活人権相談

人権に関する問題や、配偶者や恋人からの暴力、生活に関する悩みごとなどの相談をお受けします。
� 問＝とよの人権地域協議会（☎743-3964）

毎週木・土曜日 午前９時～午後５時
（※施設休館時は休止）

西公民館
毎週火曜日 ふれあい文化センター

ひとり親家庭などの相談
（要申込み）

就労支援、子育て支援、養育費、離婚前などの相談を、大阪府母子自立支援員がお受けします。電話相談は随時お受けします。
� 申＝池田子ども家庭センター生活福祉課（☎752-7948）　問＝福祉相談支援室（☎738-7770）

障害者（福祉サービス）相談
（要申込み）

� 申＝福祉相談くすのき（☎752-1831）　問＝福祉相談支援室（☎738-7770）
3日（水） 午後１時～４時 保健福祉センター

認知症・介護相談
物忘れ、受診しにくい、受診したがこれからどうしたらいいか迷っているなど、認知症について、本人
や家族からの相談をお受けします。� 問＝地域包括支援センター（☎733-2800）
毎月第1火曜日（要予約） 午後２時～４時（１人30分程度） 地域包括支援センター

行政相談
（要申込み）

国の行政全般について行政相談員が相談や意見・要望を受け付け、公正・中立な立場から関係行政
機関に必要なあっせんを行います。� 問・申＝広報職員課（☎739-3413）
相談日 申込み締切日 午前10時～正午 役場本庁17日（水） 12日（金）

法律相談
（要申込み）

多重債務、訪問販売などの消費者被害、離婚やDVなどの夫婦関係、児童虐待、遺産相続などの法律的な
事柄について、大阪弁護士会所属弁護士が相談をお受けします。� 問・申＝広報職員課（☎739-3413）
相談日 申込み締切日

午後１時～４時
（１人30分）

吉川支所
または電話相談  9日（火）   5日（金）

23日（火） 19日（金）

障害者雇用相談 就労支援コーディネーターが、就労支援相談をお受けします。� 問・申＝農林商工課（☎739-3424）
今月の相談はありません

教育相談

学習や進路・学校生活の悩み、進学資金など、教育全般についての相談を、教育専門主事がお受
けします。電話相談も受け付けています。
� 問＝西公民館　教育相談室（☎738-5399）または義務教育課（☎739-3427）

毎週火曜日
午前９時～正午
午後１時～５時

義務教育課　教員相談窓口（豊能町役場１階）
毎週水・金曜日、第２土曜日 西公民館　教育相談室

第４土曜日 中央公民館　教育相談室

児童家庭相談

・養護や育成に関することについて。� 問＝こども育成課（☎739-3432）
・児童虐待に関することについて。� 問＝福祉相談支援室（☎738-7770）
　（電話相談も受け付けています。）
「ここそら」：子育てなどの相談を臨床心理士がお受けします。� 問＝健康増進課（☎738-3813）

17日（水） 午前10時～午後４時 保健福祉センター

お困りごと相談 身近なことで相談したいときは、担当の民生委員・児童委員をご紹介します。
� 問＝福祉課（☎739-3420）

（広告）

広　告

特
　
　
集

案
内
一
般

健
康
・
福
祉

安
全
・
生
活

教
育
・
子
育
て

情
報
あ
れ
こ
れ

19 2024.4　広報とよの

教
育
・
子
育
て



【アリーナ・体育場　専用利用】
一般（16歳以上） 75歳以上・身障者・中学生以下

1面1時間につき 豊能町の方 1,000円 500円
豊能町以外の方 2,000円 1,000円

〇毎月第2日曜日に翌月分の抽選会を行います（午前9時から整理券を配布し、午前10時より抽選を行います）。
〇抽選会後の予約は翌営業日より受付します。
〇貸し出しは1時間単位です（抽選会時は2時間単位での受付になります）。
〇予約時に利用申請書を記入し、利用料金をお支払いください（前納制）。
〇予約後、利用日の7日前までに利用日時の変更を申し出た際（電話不可）には、1回に限り変更が可能です。
〇�予約後、利用日の7日前までに利用の取消を申し出た際（電話不可）には、利用料の半額を返金します。利用
許可書および印鑑を持って受付で手続きを行ってください。以後、当日までの取消は返金しません。
〇�雨天などによるキャンセルは、利用開始時間の前後30分の間に受付へご連絡ください（電話可）。その際
は、機能利用料の全額を返金します（自己都合は不可）。なお、申し出がない場合は返金しません。

【アリーナ・体育場　共用利用】
一般（16歳以上） 65歳～74歳 75歳以上・身障者・中学生以下

豊能町の方 330円 230円 170円
豊能町以外の方 660円 460円 340円

〇共用利用の日時、種目については館内掲示もしくはホームページにてご確認ください。
〇イベント、大会開催に伴い急な変更となる場合があります。
〇指導は行いませんので、複数でご利用ください。
　卓球　毎週木曜日午後５時30分～８時30分
　スポンジテニス　第1・3土曜日午前9時30分～午後０時30分
　バドミントン・バウンドテニス　第2・4土曜日午前9時30分～午後０時30分
共用利用は少人数でご利用の方にお勧めです。予約は必要ありません。

シートスご利用お勧め時間
プール　下記の時間帯はコース制限はありますが、ご利用に際して、お勧めのお時間です。
火・木曜日 午後2時～5時 ４コース使用可。午後7時～9時 3コース使用可
水・金曜日 午後3時～5時 4コース使用可。午後7時～8時 3コース使用可。午後9時までは全コース使用可
　　土曜日 午後1時～5時30分 4コース使用可。午後5時30分～8時 3～4コース使用可
　　日曜日 午前10時～11時以外は全コース使用可（午前10時～11時 5コース使用可）

トレーニングジム
火曜日は午後4時以降、それ以外の曜日は正午～閉館時間までがお勧めのお時間です。
有酸素スペースにつきましては、全営業時間お待たせすることなくご使用が可能です。

シートス情報
シートスに体育館があるのはご存じだと思いますが、2階の観覧席の通路が、歩行・ジョギング走路という
ことはあまりご存じではないのでしょうか？さらに、走路だけのご利用は無料です！！
雨の日や、日焼けが気になる方は、ぜひご利用ください。
※�ご利用の際は、フロントに必ずお立ちよりください。また、上履きは必ず必要です。�
ロッカールーム、シャワールームのご利用はできませんので、あらかじめご了承願います。

問＝シートス　☎738-1333

豊能町立スポーツセンターシートス情報

シートスホームページはこちら
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▶問合せ
中央公民館　　　　　☎739－3429　 739－1354
生涯学習課（西公民館内）☎738－4628　 738－3859

図書館　　　　　☎738－3304　 738－5096
ユーベルホール　☎738－7700　 738－6848
シートス　　　　☎738－1333　 738－3025
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バイオリン：川村 やよい�
フルート：岡本 葉子�
ピアノ：山田 紗耶加�
ベース：玉置 智志／�
ドラム：前田 智良

「シェルブールの雨傘」 「さとうきび
畑」 ほか
問＝☎090-3868-7336 （寺尾）
主催＝とよのまちの音楽家連盟
後援＝豊能町教育委員会

所＝豊能おと小屋（豊能町切畑50）
運営協力費＝1,000円
員＝30名
映画＝�『ヒロシマが泣いている フクシ

マが泣いている』
講師＝�古田博一（歯科医師『オマール

王子の旅』絵本制作『ヒロシマ
が泣いているフクシマが泣い
ている』映画制作 拾遺本制作）

コンサート＝�《妙見うさぎ》�
歌：宇都 朋子�

オマール王子は、太平洋戦争中、国策
としてマレーシアから日本に連れて
こられました。広島大学で学び、被爆
をし、帰国するため東京へ向かう途中、
体調が急変し、京都市内の病院で亡
くなりました。１８歳でした。
時＝�4月28日（日）午後2時～（開場午
後1時30分）

走落神社に伝わる古面が町指定文化財に指定されました
　木代走落神社に神宝として伝わる古面一対を調査したところ、今から４００年以上前、室町時代の貴重
な古面であることがわかりました。この古面は、町にとって特に文化的価値が高いと認められますので、
本年２月28日付けで町指定文化財として指定しました。
名　　　称　　走落神社古面
所　有　者　　走落神社
時　　　代　　室町時代（永禄二年）（西暦1559年）
作　　　者　　川尻別當皆乗
概　　　要　　鼻高面（鬼面）一対
　　　　　　　　法　量　　赤色面　縦長23cm、横巾16.5cm、面高18.5cm
　　　　　　　　　　　　　青色面　縦長24.5cm、横巾16.5cm、面高12.5cm
　　　　　　　　材　　質　木製
　　　　　　　　記　　銘　面裏面に墨書がある
　　　　　　　　　　　　　額部分　　赤色面　「梵字　　（ア）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　青色面　「梵字　　（ウン）」
　　　　　　　　　　　　　顎部分　　二面共通　花押（解読不能）
　　　　　　　　　　　　　右側辺　　二面共通　永禄二年巳未八月吉日
　　　　　　　　　　　　　左側辺　　二面共通　摂州能勢川尻別當皆乗作
解　　　説
　この古面は川尻旧氷川神社に伝わってきた一対の古面です。
　古面は二面とも鼻が高く作られており、赤色面の口は開け、青色の口は閉じています。これは一対の面
であることの表現で、裏の墨書でも口を開けた赤色面には額部分に梵字で「ア」、口を閉じた青色面は同
箇所に梵字で「ウン」と記されており、一対面であることがわかります。
　また、裏面の墨書から二面とも同一筆跡であると認められることから、この一対の面は同一時期に同一
人によって、一対の面を意図して作られたということです。
　作者は「川尻別當皆乗」と記されていますが、「別当」という職、「皆乗」という人物の詳細は不詳で
す。この面は現在、木箱に納められていますが、木箱蓋表面に「明治四拾年十月弐日本村大字川尻村元村
社氷川神社ヨリ移ス　村社走落神社所蔵」という面の経歴情報が記されています。この面の用途としては、
神楽、追儺系の神事での用途が考えられます。
　以上のように、この古面は数少ない室町時代の遺物で、製作年代、作者も判明し、製作から現在に至る
由来も明確であるという多くの貴重な情報をもっています。
　※追儺‐疫病を追い払う儀式。後に、節分の際の豆撒きの起源となった。
問＝生涯学習課　☎738-4628

広島で原爆に遭った南方特別留学生
『オマール王子』に心を寄せて
映画上映・講演＆♪コンサート♪

二面側方より

赤色面裏面
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※情報あれこれのページは左からお読みください。※情報あれこれのページは左からお読みください。
情報あれこれ
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ドで開催されました。大会には府下６
ブロックから選出されたチームが出
場。本町から豊能ブロック代表として
高学年の部「おおきいとよのん」チー
ム、低学年の部「ちいさいとよのん」
チームが出場しました。
午前中は、リーグ戦形式で午後は決勝
トーナメント戦となっています。
低学年の部「ちいさいとよのん」チー
ムは、午前中は本来の調子が出せ
ず苦戦しましたが、徐々に調子を上
げ、午後の決勝トーナメント戦では接
戦をものにして３連勝し、見事優勝の
栄冠を手にしました。今回の優勝は、�
昨年度よりの連覇でまさに快挙です。
これも、こどもたちの普段のたゆみな
い練習、指導者の努力の賜物でしょう。
問＝�豊能町連合こども会事務局・豊能
町教育委員会生涯学習課�
☎７３８-４６２８

「第30回豊能郡親睦卓球大
会のご案内」

下記のとおり、卓球大会を開催します
ので、多数のご参加をお待ちしてい
ます。
時＝�５月２６日（日）午前９時～午後４時
所＝スポーツセンターシートス
種目＝�男女混合ダブルス団体戦
※毎回ペアを変えたダブルス方式
当日、抽選でチーム編成を決定します
ので、個人でもお申し込みいただけま
す。
￥＝�一般４００円・中学生以下２００円
（参加当日徴収）
締＝5月１０日（金）まで
その他＝�ゼッケンの着用をお願いし

ます。�
本大会において生じた事故
については一切責任は負い
ません。

問＝�西地区　☎090-7366-2789（河野）�

東地区　☎739-1517（山﨑）
主催＝�豊能町卓球協会・能勢町卓球

協会
後援＝�豊能町教育委員会�

能勢町教育委員会

「第６回スポンジボールテニ
ス交流大会(兼　町民大会)
時＝６月９日(日)午前９時～午後５時
所＝シートス
￥＝�８００円／人（スポーツ保険料込）
大会当日に受付でお支払いください。

参加資格＝�町内在住および当協会加
盟の会員および大阪府の
会員で高校生以上の人

持＝�体育館シューズ、タオル、専用ラ
ケット、運動のできる服装、昼食

競技・ルール＝１試合４ゲームの個人
戦で全員が8～12試合を実施し、パー
トナーは毎試合ごとに替わります。勝
ちゲーム数とハンディの合計点数を
競います。全国大会ルールに準じま
す(詳細は大会当日に説明)。
表彰＝�１位～３位に賞状と賞品、その

他の飛び賞。全選手に参加賞
その他＝�大会中のケガなどの補償は

「スポーツ保険」の範囲内と
させていただきます。昼食は
観覧席で取り、ごみはすべて
各自でお持ち帰りください。�
試合中のマスクは不要です
が、不安な方は着用をお勧め
します。

締＝�５月２０日(月)�
ハガキまたはFAXにてお申し込み
ください。

申・問＝�新
あらた
　松

まつ
敏
とし
�

豊能町東ときわ台５-１０-９�
☎＆ ７３８-３０１３

主催＝豊能スポンジボールテニス協会
後援＝豊能町教育委員会

時＝５月１２日（日）午前９時～午後５時
所＝スポーツセンターシートス
競技方法＝混合団体戦
￥＝５００円（参加当日徴収）
参加資格＝�豊能町在住・在勤・在クラ

ブで中学生以上の方
申＝�電話またはFAXでお申し込みく
ださい。☎＆ ７３８-６２６９（松井）

締＝４月２２日（月）
主催＝豊能町バトミントン協会

豊能町観光協会主催「豊能自
然図書館講座」開催のご案内
豊能町高代寺山の自然観察を楽しん
でみませんか。
高代寺山の麓には春の野草が花を咲
かせ、参道にはミカエリソウ、ハナイ
カダ、カリガネソウなど珍しい植生が
あり、ウワミズザクラ、ダンコウバイ、
ムクロジ、クロモジ、カナクギノキ、シ
ロダモなどの花が咲き、観ることがで
きます。ハイキングをしながらの観察
です。ご参加をお待ちしています。
時＝４月２０日（土）午前１０時～午後３時
集合場所＝能勢電妙見口駅赤ポスト
前　午前９時４５分
観察コース＝妙見口駅（能勢電）→
高代寺山参道→高代寺→ときわ台駅
（能勢電）
講師＝�高原　富佐子�

シニア自然大学認定講師、万
博公園日本庭園認定ガイド

員＝�３０名（応募先着順で締め切りま
す。お早めにご応募ください。保
険対応）

持＝�弁当、飲み物、筆記用具、ルーペ、
双眼鏡（有る方）

応募先＝�豊能町観光協会事務局�
☎７３９-３４２４　 ７３９-１９１９

令和６年度
春季町民バトミントン大会開催 特
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▶問合せ
中央公民館　　　　　☎739－3429　 739－1354
生涯学習課（西公民館内）☎738－4628　 738－3859

図書館　　　　　☎738－3304　 738－5096
ユーベルホール　☎738－7700　 738－6848
シートス　　　　☎738－1333　 738－3025
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図　書　館

図書館おはなし会のお知らせ
豊能町立図書館では、絵本の読み聞かせを中心としたおはなし会を以下の日程で開催しています。

４月のおはなし会 開催日 時間 対象 場所 締切
ひよこのじかん 4月5日(金)

午前10時30分～
45分

1～3歳 図書館
児童コーナー 前日の

正午までおはなしのたまご 4月19日(金) 1歳未満
ちいさなおはなし会 4月19日(金) 2歳未満 中央公民館
ものがたりのじかん 4月13・27日(土) 1歳以上 図書館

児童コーナー

申込不要
とまとのじかん 4月21日(日) 1歳以上

絵本のじかん
4月11日（木）

午前10時30分～
11時 自由

地域子育て支援センター
すきっぷ 「おひさまルーム」

4月12日(金) 認定こども園ふたば園
子育て支援いちごルーム

詳しくはこちら

本年１月２７日、令和５年度大阪府こど
も会表彰式が行われ、「光風台小学校
区こども会」が大阪府優良こども会表
彰を受賞しました。
大阪府優良こども会表彰は、こども会
活動が特に優れ、他の模範となる府
内の単位こども会に対して与えられ
るもので、今回は９団体が受賞してい
ます。
今後とも、町内こども会のリーダーと
して益々のご活躍を期待します。
問＝�豊能町連合こども会事務局・豊能
町教育委員会生涯学習課�
☎７３８-４６２８

府こども会ドッジビー大会低学
年の部で、豊能町チームが連覇

令和５年度大阪府こども会ドッジビー
大会が、２月１１日交野市いきいきラン

る小谷孝子さんが絵本『あっちゃん
も、』に込められたいのちのメッセー
ジをあっちゃんと語ります。
時＝�４月２７日（土）午前１１時～１１時
３０分

所＝図書館児童コーナー
対＝どなたでも参加できます
語り＝�小谷孝子（被爆体験語り部）

1939年広島県呉市生まれ。
35年にわたる幼稚園教諭時代
に腹話術を習得。定年退職後
の2003年から被爆証言活動
を開始する。
The.ギャラリー

豊能町写真部「第9回写真展」
豊能町職員の写真部メンバーがそれ
ぞれの「豊能町」を撮影した写真展で
す。ネイチャーからスナップまで、作
品が揃いました。ぜひご鑑賞ください。
時＝�4月25日（木）まで�
最終日は午後4時まで

出＝豊能町写真部
ガラスの大箱

「教科書の移り変わり」
新旧の教科書を展示します。
時＝�4月25日（木）まで�
最終日は午後4時まで

出＝郷土資料館ほか

大人が歌う子守歌やわらべうた、その
やさしいリズムとひびきを子どもたち
と一緒に楽しみましょう。
催＝�①親子でわらべうた�
②講習会

時＝�4月20日（土）�
①午前10時30分～11時�
②午後1時30分～2時30分

所＝�図書館�
①児童コーナー�
②集会室

員＝�①8組(申込制・先着順)�
②10名(申込制・先着順)

対＝�①0～3歳ぐらい�
②大人

申＝図書館
講師＝�山本淳子(大阪YMCA専門学校

子どもと子どもの本の講座講師、
元梅花女子大学非常勤講師)。

「次世代へ平和のバトンをつなげる」
―腹話術で語り継ぐ被爆体験―
腹話術の人形「あっちゃん」と原爆の
恐ろしさや平和の大切さを語り伝え

～しあわせなことばとの出会い～
子どものことば、こころを育むわらべうた

「光風台小学校区こども会」
令和５年度

大阪府優良こども会表彰受賞
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※情報あれこれのページは左からお読みください。※情報あれこれのページは左からお読みください。
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町の木／スギ 町の花／タンポポ 町の鳥／ウグイス 町の面積
人
の
動
き

人口 男 女 世帯数
R6.2月末日 18135人 8638人 9497人 8662世帯
前月比 -39人 -15人 -24人 -12世帯

転入等 転出等 出生 死亡
人口前月比の内訳 25人 44人 1人 21人

34.34㎢


